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　　1月1日現在

男　 5．936人
女　 6．202人
計12．138人
世帯数　2．604世帯
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　　　　　　　　　　　　　　　デ　　パ　　タ　　体　　操
　この体操は『デバタ従事婦人に関する医学的調査研究』から生まれたものです。
明るく元気で働けるようにつくったものです。どんなところで遣）よいです。遠くをみながら両
手をふることから始めましよう。
疲れがとれたらまた新しい気分で仕事にとりかかりましよう。　＜中屋敷のオッカサンたち＞

園
　
　
四
日

五
・
六
日

　
　
六
日

　
　
八
日

　
　
九
日

　
＋
日

＋
二
日

月
の
行
事

御
用
始
め

選
挙
管
理
委
員
会

消
防
団
出
そ
め
式

衆
議
院
議
員
総
選
挙
公
示

小
中
学
校
始
業
式

定
例
町
議
会

立
会
演
説
会
ゴ
一
千
手
小

農
業
委
員
会

十
五
日

＋
六
日

＋
七
日

二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
三
日

二
＋
九
日

成
人
の
日
　
（
小
正
月
）

年
賀
は
が
き
お
年
玉
抽
籔

家
庭
の
日

や
ぶ
い
り

田
戸
婦
人
学
級
乙
だ
ま
会

中
仙
田
ニ
コ
ニ
コ
会

岩
瀬
亀
楽
会
（
大
寒
〉

塩
辛
婦
人
学
級

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査

一
＝
三
＝
＝
＝
＝
＝
＝
｛
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
二
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
｝
＝
＝
一
＝
＝
｛
＝
一
＝
＝
＝

　
駐
在
所
だ
よ
り

　
当
町
、
駐
在
所
勤
務
員
の
う
ち
一
名

欠
員
の
た
め
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

か
ら
当
分
の
間
、
駐
在
所
受
け
持
ち
区

域
を
つ
き
の
と
お
り
、
　
一
部
変
更
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
っ
盗
難
や
各
種
事
件

事
故
な
ど
は
受
け
持
ち
の
警
察
官
に
お

届
け
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
℃

◎
川
西
駐
在
所
　
（
小
山
部
長
）

　
川
西
町
の
う
ち
旧
千
手
町

◎
仁
田
駐
在
所
　
　
（
竹
村
巡
査
）

　
川
西
町
の
う
ち
旧
橘
村

　
　
　
　
　
　
旧
上
野
村

◎
仙
田
駐
在
所
　
　
（
斉
藤
巡
査
）

　
川
西
町
の
う
ち
旧
仙
田
村

　
懐
中
電
灯
が
当
た
る

　
国
民
年
金
法
の
大
改
正
を
記

念
し
、
新
潟
県
に
お
い
て
は
、

国
民
年
金
加
入
者
の
手
帳
番
号

才
末
た
す
け
あ
い
に

　
　
　
数
々
の
善
意

　
「
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
楽
し
い
お

正
月
を
」
の
呼
ぴ
か
け
に
対
し
、
次
の

方
が
た
か
ら
多
く
の
金
品
が
共
同
募
金

会
川
西
分
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
莞
分

会
で
は
、
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

配
分
し
、
町
内
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭
や

病
院
な
ど
で
お
正
月
を
迎
え
る
気
の
毒

な
方
が
た
に
贈
り
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま

と
福
祉
年
金
受
給
者
の
証
書
番
号
と
に

よ
り
、
去
る
十
一
月
十
一
日
、
長
岡
市

で
開
催
の
国
民
年
金
大
会
の
席
上
で
抽

籔
会
を
行
な
っ
た
○
川
西
町
で
は
次
の

五
名
の
方
が
銀
賞
（
懐
中
電
灯
）
に
当

選
し
菟

小室仁元木
白

倉島田町島

小
林
　
マ
サ
（
申
　
一
）

小
林
桂
太
郎
（
源
吉
）

羽
鳥
　
ミ
カ
（
眠
太
郎
）

金
井
　
　
薫
（
卯
平
治
）

田
中
田
鶴
子
（
勝
　
平
）

す
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

・
川
西
町
青
年
学
級
生
（
暴
、
空

　
に
街
頭
に
立
っ
た
募
金
〉

・
小
林
壮
一
（
一
年
貯
め
た
家

　
族
の
善
意
の
箱
）

。
匿
名
氏
（
一
年
貯
め
た
家
族

　
の
善
意
の
箱
）

・
橘
農
協
職
員
一
同

・
高
橋
吉
次

雪
道
の

　
　
　
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
大
雪
の
た
め
、
車
が
ス
ト
ッ
プ
す
る

よ
う
な
日
が
い
く
日
も
あ
り
ま
し
た
∪

そ
の
た
め
か
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
で
広
く
除

雪
さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
左
右
の
区
別
な
く
歩
く
人
が
多
か

っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
り
い
つ

ど
ん
な
と
き
で
も
、
交
通
の
規
則
は
守

り
た
い
も
の
で
す
○
細
い
雪
道
で
は
ゆ

ず
砂
合
い
の
心
を
お
忘
れ
な
＜
。
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黙欝讐嚢　　　　編愛誘羅灘鑑毒褒婁δ1
ム

い施高の百助重　委食と庫　　陣運料十　　関
わ設度二五金点七託補し負六容転の万五係
ゆそ集を』十が事款金助て担款を手増円款事
るの団占七大項　　十等教金　　強一で全　業
卜他栽め万部の県万二材七国化名あ額使の

羅罫韓；課婁璽繕鰭羅
ル業業る円あで金　、万理教出成員ブの及負
予にやががるあ　そ一振育金果しルブび担
算対仔　、こ　oる今の千法費　　で工ニル手傘
です豚その農産回内円教国災あ二台卜数
ある生の款業業の訳　’材庫害蒐名に1料
る補産内の費関補で民費補復　　と対ザ
o助育容三の係正あ生。助旧　　しし使百
ほで成は分二補のる費給金国　　’て用五

願及　　百当額相の　次補め決百に　　計
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謹竪澹葎譜整臨毛
たを　を’充さこ　回微で　事二　万
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費金県会補会円千’ヘ　ー合出○購十管二　　　の十林　年　修台の学円学月万田入　保円四
十三立計正福を円中き　千併資ほ入一理百　　　補万道　度　地購羽校o校住八公面　育　十
三十仙にし祉追の仙地　　円十金か及万費六　　　正円開　繰　　元入鳥に　　附宅千舎に　所消五
万万田対た費加ほ田保　　’周とにび六で十　　　減減設　　越　　寄寄鉄対　　属売円及お　　補防笈
等　・診すめそしかへ育　　そ年し幼修千あ万　　　と額事　　金　　附附義す　　建払がびけ　助補

係四五万原防団れ助占次　　　　昭和41年度川西町→殴会計補正予算
単位千円

を万千九田除栽る事めい五
主円円千養機培も業て雲款　1歳　　入

款 前の 喬

町 7客／ よ7　3 2　79
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6国 ／露674 39／ ／JlO6’

体　　等円豚械事のにおr
に林の　、組の業o対り回農
三業ほ養合補に農す　、の林
十費か蚕の助対業るそ補水
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道事十土　　十ル町事商等キ
路費万木　　五開方関工がゴ
竣十五費　万設面係費あイ
義舖田毅罐全響
の五　’中　入事か費額　槽
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五ほ学改　　さ　’百o城　　十
万か道修　れ県九頂観　八
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投
票
は
一
月
二
十
九
日

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
衆
院
総
選
挙

　
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
衆
議
院
が
解

散
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
並
ぴ
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
は
一
月
八
日
に
公
示
さ
れ
、
　
一

月
二
十
九
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
る
乙

と
に
な
っ
た
。

　
選
挙
の
た
ぴ
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
が
、
選
挙
民
と
し
て
は
、
国
民

が
「
主
権
者
」
で
あ
る
と
い
う
初
心
を

忘
れ
て
な
ら
な
い
乙
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
納
税
者
と
し
て
税
金
の
ゆ
く

え
、
ま
た
政
治
悪
、
社
会
悪
に
対
し
て

は
も
ゾ
、
と
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
o

　
選
挙
民
と
し
て
な
ん
と
い
（
て
も
い

ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
は
、
　
「
政
治
」
と

「
選
挙
」
と
「
生
活
」
の
三
つ
の
不
可

分
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
、
世
間
の
義
理
人
情
や
縁

故
縁
引
と
選
挙
と
は
全
然
別
物
で
、
い

か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
自
分
の
良
．

心
」
は
絶
対
に
売
ら
な
い
と
い
う
気
持
ー

ち
に
徹
し
投
票
に
望
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。　

昔
か
ら
噛
選
挙
は
政
治
の
は
じ
ま
り

」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
選
挙
は

〃
政
治
の
出
発
点
〃
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
政
治
の
出
発
点
で
あ
る
選
挙
が
明
る

く
正
し
く
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
、
終

着
駅
で
あ
る
政
治
は
絶
対
に
よ
く
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
政
治
が
よ
く
な

ら
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
い

つ
ま
で
も
シ
メ
シ
メ
し
て
よ
く
な
ら
な

い
の
で
あ
っ
て
、
世
の
中
も
ま
た
明
る

く
は
な
ら
な
い
。

　
こ
ん
に
ち
の
軸
明
る
く
正
し
い
選
挙

運
動
」
は
、
た
だ
単
に
選
挙
を
正
し
く

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
明
る
ぐ
正
し
い

も
の
に
し
よ
う
と
い
う
、
よ
り
積
極
的

な
意
義
や
目
的
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
清
き
一
票
を
投
じ
て
い

た
だ
き
た
い
。

千
手
小
で

　
　
　
立
会
演
説
会

一
月
十
二
日
午
後
一
時
か
ら

　
各
候
補
者
が
一
つ
の
会
場
で
政
見
を

発
表
す
る
立
会
演
説
会
は
公
営
の
選
挙

運
動
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る

　
新
潟
県
の
第
四
区
で
は
一
月
十
二
日

か
ら
立
会
演
説
会
が
開
始
さ
れ
る
乙
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
最
初
に
千
手

小
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
お
い
て
コ

月
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
」
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
決
定
し
た
コ

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
準
備
に
万
全

を
期
す
る
と
と
も
に
、
各
候
補
者
の
政

見
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
町
民
多

数
の
来
場
を
期
待
し
て
い
る
○

　
演
説
の
時
間
は
各
候
補
と
も
二
十
分

間
で
あ
り
、
順
序
は
追
っ
て
県
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
抽
せ
ん
に
よ
り
決

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
○

み
ん
な
揃
っ
て

　
　
投
票
し
よ
う

◎
投
票
の
で
き
る
人

満
二
十
才
以
上
の
日
本
国
民
は
す
べ

て
選
挙
権
は
も
っ
て
い
る
が
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
o

　
今
回
の
選
挙
は
川
西
町
か
ら
他
の
市

町
村
へ
転
出
し
た
人
、
ま
た
は
他
の
市

町
村
か
ら
川
西
町
に
転
入
し
た
人
で
あ

っ
て
も
、
い
っ
た
ん
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
人
は
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
市
町
村

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遠
距
離

の
た
め
、
投
票
日
の
当
日
投
票
所
に
行

く
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
不
在
者
投
票

の
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
o

◎
投
票
の
時
間

　
投
票
の
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
穴
時
ま
で
で
あ
る
が
、
今
回
の
選
挙

は
積
雪
の
最
も
多
い
最
悪
の
時
季
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
繰
上
投
票
（
二

＋
八
日
に
投
票
、
小
脇
、
高
倉
、
桐
山

）
が
三
投
票
区
、
更
に
十
投
票
区
に
つ

い
て
投
票
終
了
時
刻
を
二
時
間
～
一
時

間
繰
り
上
げ
た
の
で
（
投
票
時
間
繰
上

げ
お
知
ら
せ
参
照
）
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
投
票
時
間
に
お
く
れ
る
と
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
の
選
挙
権
を
み
ず

か
ら
捨
て
る
結
果
と
も
な
り
ま
す
か
ら

必
ず
投
票
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票

・
不
在
者
投
票
は
従
前
ど
お
り
で
、
総

選
挙
は
公
示
の
臼
（
一
月
八
日
）
か
ら

国
民
審
査
は
一
月
十
九
日
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
選
挙
の
前
日
（
小
脇
、
高
魚
桐
山

は
一
月
二
十
七
日
）
ま
で
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
や
む
を
得
な
い
用
務

や
事
故
で
、
川
西
町
の
区
域
外
へ
旅
行

ま
た
は
滞
在
予
定
の
者
、
ま
た
は
、
そ

の
こ
ろ
出
巌
予
定
や
手
術
予
定
の
者
等

は
、
な
る
べ
く
早
目
に
役
場
へ
出
頭
し

そ
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
o
ま
た

す
で
に
出
か
せ
ぎ
中
の
者
に
対
し
て
、

不
在
者
投
票
の
手
続
や
関
係
書
類
の
送

付
に
つ
い
て
は
電
話
で
そ
の
住
所
を
知

ら
せ
て
い
た
だ
け
ば
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
直
接
本
人
に
送
付
す
る
予
定
で

あ
る
か
ら
細
部
に
つ
い
て
は
選
挙
管
理

委
員
会
に
御
相
談
く
だ
さ
い
o

投
票
は
二
回
で
す

◎
投
票
の
注
意

　
ご
存
知
か
と
轡
う
が
、
一
月
二
十
九

日
に
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
二
つ
の
投
票

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
衆
議
院
議
員
の
投

．
票
用
紙
は
赤
刷
り
、
国
民
審
査
の
投
票

用
紙
は
黒
刷
り
で
す
っ

　
投
票
所
で
は
衆
議
院
議
員
の
投
票
用

紙
と
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
を
同
時
に

渡
し
ま
す
か
ら
、
投
票
す
る
に
あ
た
っ

て
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
o

　
衆
議
院
の
投
票
は

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
ひ
と

り
書
く
こ
と
。
こ
れ
を
自
分
の
名
前
を

書
い
た
り
、
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏

名
を
書
い
た
り
、
候
補
者
の
氏
名
の
他

余
計
な
こ
と
を
書
い
た
り
、
誰
に
投
票

し
た
か
わ
か
ら
な
い
も
の
、
○
や
△
を

書
い
た
も
の
、
白
紙
の
ま
ま
の
投
票
は

無
効
投
票
と
な
る
。

　
国
民
審
査
の
投
票
は

　
審
査
に
付
さ
れ
る
裁
判
官
七
人
の
氏

名
が
印
刷
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
信
任
し

よ
う
と
患
う
裁
判
官
に
は
何
も
書
か
な

い
で
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と

　
や
め
さ
せ
よ
う
と
轡
う
裁
判
官
に
は

そ
の
氏
名
の
上
に
は
っ
き
り
と
×
印
を

書
く
こ
と
。
文
字
や
○
・
〈
回
そ
の
他

符
号
等
を
書
く
と
無
効
投
票
と
な
る
o

鱗
数
判
難
叢
騰
耀
呈
げ

投
票
区
名

区
域
内
の

部
落
名

畷
票
彫

繰
り
上
げ

し
た
時
間

第
四
投
票
区

新
町
新
田

田
　
　
代

午
前
七
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

一
時
間

第
五
投
票
区

三
　
　
領

小
根
岸

午
前
七
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

一
時
間

第
七
投
票
区

　
　
　
口

仁
　
　
田

塩
　
　
辛

午
前
七
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

一
時
間

第
八
投
票
区

根
　
　
深

　
　
　
、

午
前
七
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

二
時
聞

第
九
投
票
区

木
　
　
落

寺
ケ
崎

午
前
七
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

一
時
間

第
十
投
票
区

　
イ

田
　
　
戸

　
ケ
沢

午
前
七
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

二
時
間

第
十
ロ
投
票
区

霧
　
　
谷

　
　
　
沢

午
前
七
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

二
時
間

第
十
二
投
票
区

赤
　
　
谷

岩
　
　
瀬

簿　前

七
時
か
ら

　
後
四
時
ま
で

二
時
間

第
十
三
投
票
区

大
白
倉

小
白
倉

午
前
七
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

二
時
間

第
十
七
投
票
区

大
　
　
倉

午
前
七
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

二
時
間

鞍
舞
響
馨
繰
上
投
票
お
知
ら
せ

投
票
区
名

　
内

の
。
落
名

投
票
日

敬
票
彫

第
士
四
投
票
区

小
　
脇

一
月
二
十
八
日

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

第
十
五
投
票
区

高
　
倉

一
月
二
十
八
日

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

第
士
ハ
投
票
区

桐
　
山

一
月
二
十
八
巳

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
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ー
こ
の
冬
の
除
雪
計
画
ー

主
要
道
に
ス

L
「
　
ツ

プ
な
し

バ
イ
ル
バ

　
思
い
の
ほ
か
の
ド
カ
雪
、
き
よ
う
（

六
日
）
現
在
の
、
役
場
の
積
雪
尺
は
ニ

メ
i
ト
ル
四
十
セ
ン
チ
を
記
録
し
た
。

古
老
に
き
い
て
も
、
い
ま
ご
ろ
こ
ん
な

に
降
っ
た
年
は
ほ
か
に
思
い
出
せ
な
い

そ
う
だ
。
昔
は
、
た
だ
た
ま
げ
て
あ
き

ら
め
て
い
た
が
、
い
ま
は
除
雪
の
機
動

隊
が
フ
ル
に
活
躍
し
て
く
れ
る
時
代
、

長
期
予
報
も
春
は
早
い
と
の
ご
宜
託
だ

し
、
い
ま
し
ば
ら
く
の
し
ん
ぼ
う
と
い

っ
た
と
こ
ろ
。
と
は
い
っ
て
も
、
乙
ん

な
に
降
ら
れ
る
と
助
け
の
神
は
除
雪
隊

い
っ
た
い
ど
う
な
の
か
と
土
木
課
を
の

そ
い
て
安
心
し
た
○
こ
と
し
の
除
雪
計

画
に
よ
る
と
、
よ
ほ
ど
の
蛍
で
な
い
か

ぎ
り
お
も
な
国
、
県
道
は
交
通
ど
め
に

な
ら
な
い
と
か
、
町
の
除
雪
態
勢
は
万

全
の
よ
う
だ
。
以
下
、
路
線
別
に
見
た

除
雪
計
画
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

小
千
谷
～
千
手
～
十
日
町
線

　
千
手
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら
千
手
農

協
ま
で
が
一
種
線
に
な
っ
て
お
り
、
冬

季
間
で
も
常
時
二
車
線
を
確
保
す
る
。

乙
乙
か
ら
上
野
十
字
路
ま
で
が
二
種
線

で
一
車
線
が
確
保
さ
れ
る
。
そ
の
先
は

小
千
谷
市
真
人
町
の
境
界
ま
で
が
三
種

線
、
二
種
線
と
同
様
に
一
車
線
は
確
保

す
る
が
、
豪
雪
の
場
合
は
一
時
放
棄
す

る
と
い
う
た
だ
し
書
き
が
つ
い
て
い
る

国
道
二
五
二
号
線

　
三
領
橋
か
ら
中
仙
田
の
バ
ス
停
留
所

ま
で
が
三
種
線
、
　
い
く
ら
雪
が
降
っ
て

も
、
常
時
｝
車
線
だ
け
は
確
保
す
る
意

　
　
　
　
ッ
ク
も
活
躍

気
ご
み
で
張
り
切
っ
て
い
る
が
、
豪
雪

の
場
合
は
一
時
中
断
す
る
乙
と
も
あ
る

三
領
橋
か
ら
栄
橋
ま
で
は
三
種
線
、
十

日
町
市
の
受
け
持
ち
で
、
下
条
に
待
機

し
て
い
る
二
台
の
ブ
ル
ト
ー
ザ
が
そ
の

つ
ど
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
道
路

　
室
島
か
ら
仙
田
診
療
所
前
ま
で
が
三

種
線
、
　
一
車
線
は
確
保
す
る
が
、
豪
雪

の
場
合
は
一
時
放
棄
す
る
こ
と
が
あ
る

　
乙
れ
ら
国
、
県
道
の
除
雪
費
は
、
す

べ
て
国
県
の
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
。
昨

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
－
御
す
二
や
か
に

長
部
美
奈
子

佐米田小
藤山村IH

真増友清
美、男明和

茂
野
ひ
と
美

江
口
　
克
彦

三
郎
二
女
　
中
屋
敷

滋
　
長
男
下
平
新
田

賢
太
郎
長
男
上
　
野

輝
雄
．
長
男
　
室
　
島

』
朝
子
長
女
霧
谷

健
一
長
女
藤
沢

郁
夫
長
男
小
白
倉

昇
天
－
御
め
い
福
を
祈
る

野山太月江
澤田田田ロ

サトテト仲
タキノレイ蔵

小
白
倉

野仁上仁

口田町田

八八八八八
○一二．二七

年
は
郡
．
市
内
合
わ
せ
て
約
四
千
百
万
円

と
い
う
金
が
使
わ
れ
た
そ
う
だ
o

　
前
記
路
線
の
除
雪
が
終
わ
り
し
だ
い

通
学
道
路
を
主
体
に
除
雪
す
る
。
こ
の

場
合
の
除
雪
費
は
、
　
い
ま
の
と
こ
ろ
、

・
町
が
全
部
を
負
担
す
る
以
外
に
な
い
。

町
道
に
は
砂
利
が
多
＜
、
乙
の
砂
利
が

耕
地
に
入
っ
て
苦
情
が
多
く
、
こ
の
た

め
除
雪
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る
乙
と
も
し

ば
し
ば
、
乙
れ
ら
の
苦
情
は
で
き
る
だ

け
部
落
内
で
処
理
し
て
ほ
し
い
。

　
乙
と
し
は
、
　
一
台
六
百
五
十
万
円
、

百
二
十
馬
力
の
バ
イ
ル
バ
ッ
ク
除
雪
車

　
（
ロ
ー
タ
リ
i
式
）
が
県
か
ら
配
属
さ

れ
、
町
や
業
者
か
ら
借
り
受
け
た
ブ
ル

ト
ー
ザ
と
と
も
に
活
躍
し
て
い
る
。
よ

ほ
ど
の
豪
雪
で
な
い
か
ぎ
り
、
主
要
路

の
車
の
ス
ト
ッ
プ
は
ま
ず
な
い
と
い
う

見
こ
み
が
た
つ
わ
け
で
あ
る
。

渡
邊
ミ
ツ
ミ

星
名
　
正
守

佐
藤
　
ハ
ナ

中
條
、
マ
チ

南
雲
キ
サ

高
橋
繁
作

滋
野
濯
季
三
郎

白齋増押
井木田木

欣クトキ
ーミシク

須
藤
真
由
美

大藤上上

倉澤野野

中
仙
田

下寺小原元野坪

原尾脇田町口山

　二四五六六七七七七七七
〇六二一九九四四四五六八

た
か
さ
ご
1
御
円
満
に

器⑳
　
’
斤
，
E

　
き
ッ
ま

　
新
婦

器
平根数蔵：大
野津藤品海

啓ミ　　ト基
介ネ孝ヨニ

西
野
美
枝
子

高
原
田

霜
條
か
ら

沖
立

＋
日
町
か
ら

東
善
寺

＋
日
町
か
ら

灘

　
十
二
月
二
十
一
日
、
戦
没
者
七
十
三

名
に
対
す
る
叙
位
叙
勲
の
伝
達
式
が
行

な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
き

（
雛
舞
富
辞
野
野

懸
鐸
ホ
謡
島
豹

論
郎
小
林
松
市
木
島

◎
新
婦
和
久
井
ツ
ネ
子
木
　
落
か
ら

総
離
矯
蹴
か
ら

総
雌
鷺
醗
野

禽　
新
郎
中
島
貞
幸

　
新
婦
清
水
カ
ツ

繋
融
鵠
ミ
糞

漁　
新
郎
小
海
．
秀
樹

　
新
婦
小
海
優
子

面　
　
　
　
　
　
　
　
勝
野

　
新
郎
滋
野

　
新
婦
滋
野
春
美
野

繍
騨
樋
巖

b
新
郎
　
木
村
　
荘
太
　
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
平
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
落
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
根
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
根
岸
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

小
海
氏
を
再
認

　
　
　
人
権
擁
護
委
員
に

小
根
岸
の
小
海
八
太
郎
氏
が
、
昨
年

十
二
月
一
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り
人
権

擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
再
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
℃

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
次
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
無
料
か
つ
他

に
も
れ
る
乙
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
安
心
し
て
お
気
軽
に
そ
の
自
宅
へ

相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
私
的
制
裁
、
人
身
売
買
、
村
八
分
、

強
制
圧
迫
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵

犯
、
酷
使
ぎ
ゃ
く
待
、
差
別
待
遇
、
生

活
権
の
浸
犯
、
そ
の
他
お
困
り
の
間
題

σ
新
婦

σb

翻
σb

雛繍総σめ

翻器蕪σb

雛働
　
斤
－
区

　
　
い
　

　
新
婦

σb

雛
佐
藤
　
セ
ツ

吉
井
弘
一

上
村
八
重
子

田星田丸小
口名口山幡

辰力　 久久
敏ウ清江夫

小
脇
か
ら

仁
田

広
島
縣
か
ら

木
落

＋
日
町
か
ら

木
落

沖
立
か
ら

木
落

石
田
美
和
子
中
頸
城
郡
か
ら

江
口
佐
久
雄
　
小
白
倉

大
橋
郁
子
　
小
国
町
か
ら

齋
喜
春
繁
室
島

馬
場
君
子
小
泉
か
ら

南
雲
　
政
一
　
中
仙
田

清
水
　
　
イ
ク
下
平
新
田
か
ら

小
林
康
夫
中
仙
田

川
崎
　
ミ
ヨ
　
室
　
島
か
ら

佐
藤
光
夫
中
仙
田

遠
藤
三
枝
子
　
仙
A
口
市
か
ら

高
橋
　
順
蔵
　
高
　
倉

児
玉
　
公
子
　
山
　
谷
か
ら

危
い
ガ
ス
事
故

　
忘
れ
ず
に
時
々
換
気
を

　
し
ま
し
よ
・
つ

駁ダ
璽擁

勇

）

彰理

給
与
条
例
を
改
正

　
量
十
日
初
議
会
ー

　
四
十
二
年
度
の
初
議
会
は
一
月
十
日

に
招
集
と
決
定
し
、
五
日
に
告
示
さ
れ

尾
附
議
事
件
は
次
の
と
お
り
℃

一
、
　
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ

　
い
て
（
衆
院
選
挙
費
予
算
の
補
正
）

二
、
　
川
西
町
報
酬
、
費
用
弁
償
並
ぴ
に

　
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

三
、
　
川
西
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
制
定
に
つ
い
て

四
、
　
川
西
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
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年
金
額
・
保
険
料
の
増
額

国
民
年
金
一
月
よ
り
改
正

　
拠
出
制
国
民
年
金
が
発
足
し
て
か
ら

六
年
目
、
第
一
回
の
法
定
調
整
期
を
迎

え
、
法
の
大
改
正
が
一
月
よ
り
実
施
さ

れ
る
こ
と
は
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
内
容
は
、
物
価
の
上
昇

所
得
水
準
の
向
上
等
に
見
合
う
た
め
の

年
金
額
引
き
上
げ
（
二
倍
半
）
と
年
金

額
引
き
上
け
に
伴
う
保
険
財
政
を
守
る

た
め
の
保
険
料
（
月
一
〇
〇
円
の
増
）

及
ぴ
国
庫
負
担
の
増
額
を
骨
子
と
し
て

障
害
範
囲
の
拡
大
、
福
祉
年
金
の
改
善

を
主
な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
っ

　
国
民
年
金
は
老
後
の
所
得
保
障
と
、

不
慮
の
事
故
に
よ
る
家
庭
の
破
壊
を
守

る
大
切
な
年
金
で
す
っ

　
み
ん
な
で
内
容
を
知
り
、
み
ん
な
の

年
金
と
し
て
親
し
み
育
て
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。

　
　
ゆ

新
有
権
者

「
僕
た
ち
二
れ

だ
け
は
一
生
汚

さ
ず
に
使
お
う

よ
」

◆
年
金
額
の
引
き
上
げ

　
厚
生
年
金
保
険
法
の
月
一
万
円
年
金

に
併
行
し
、
保
険
料
二
十
五
年
拠
出
の

場
合
月
五
千
円
（
夫
婦
で
月
一
万
円
）

を
基
準
と
し
従
来
よ
り
二
、
五
倍
の
増
額

を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
）
内
は
改

正
前
の
年
額
で
す
。
ー

老
令
年
金

　
二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
た
と
き

　
年
六
〇
、
O
O
O
円
（
二
四
、
O
O
O
円
）

　
四
十
年
間
保
険
料
を
納
め
た
と
き
、

　
年
九
六
、
O
O
O
円
（
四
二
、
O
O
O
円
）

障
害
年
金

　
年
六
〇
、
O
O
O
円
（
二
四
、
O
O
O
円
）

　
重
度
障
害
者
に
対
す
る
加
算
金

　
年
一
二
、
O
O
O
円
（
六
、
O
O
O
円
）

母
子
・
準
母
子
年
金

　
年
五
五
、
二
〇
〇
円
（
一
九
、
一
一
〇
〇
円
）

遺
児
年
金

淀

蓄
叢
擢

醜
愈

O
　
　
O

　
年
三
〇
、
O
O
O
円
（
一
二
、
O
O
O
円
）

◆
保
険
料
の
増
額

　
年
金
額
引
き
上
げ
に
伴
い
、
保
険
財

政
の
収
支
均
衡
を
守
る
た
め
、
保
険
料

と
国
庫
負
担
の
増
顯
を
年
次
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
が
め

改
正
前
　
三
十
五
才
未
満
月
一
〇
〇
円

　
　
　
　
三
十
五
才
以
上
月
一
五
〇
円

改
正
後

　
昭
和
四
十
二
年
一
月
か
ら

　
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
ま
で

　
　
　
　
三
十
五
才
未
満
月
二
〇
〇
円

　
　
　
　
三
十
五
才
以
上
月
二
五
〇
円

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
か
ら

　
昭
和
四
十
六
年
三
月
ま
で

　
　
　
　
三
十
五
才
未
満
月
二
五
〇
円

　
　
　
　
三
十
五
才
以
上
月
三
〇
〇
円
・

　
昭
和
四
十
六
年
四
月
以
降
の
月
分
に

つ
い
て
は
、
次
の
調
整
期
に
お
い
て
検

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
o

◆
障
害
範
囲
の
拡
大
　
　
　
　
料
＊
一
九
六
七
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
峯
＊
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
桝
わ
た
し
の
初
夢
辮

障
害
の
種
類
の
制
限
が
な
く
な
り
、
内
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

部
障
害
を
含
め
全
障
害
が
該
当
す
る
こ
　
料
＊
＊
＊
＊
＊
＊
黍
山
家
音
平
継

と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頃
は
昭
和
四
十
一
年
師
走
の
月
、
江

◆
福
祉
年
金
の
改
善
　
　
　
　
戸
城
内
に
て
節
黒
城
の
観
光
道
路
の
完

　
拠
出
制
と
同
様
福
祉
年
金
に
お
い
て
　
成
を
祝
い
、
今
後
の
役
目
に
つ
い
て
江

も
年
金
額
が
増
額
さ
れ
、
　
一
月
分
よ
り
　
戸
家
老
よ
り
お
達
し
が
あ
っ
た
。
時
の

実
施
さ
れ
ま
す
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
■
幕
府
大
老
は
中
村
川
西
の
守
で
、
将
軍

　
老
令
福
祉
年
金
　
年
一
八
、
O
O
O
円
　
家
の
命
に
よ
り
馬
場
上
野
ノ
守
竹
禅
を

　
障
害
福
祉
年
金
　
年
二
六
、
四
〇
〇
円
　
節
黒
城
主
に
命
じ
た
。
城
主
は
直
ち
に

　
母
子
福
祉
年
金
　
年
二
〇
、
四
〇
〇
円
　
山
家
素
行
を
城
代
家
老
に
命
じ
る
と
と

　
準
母
子
福
祉
年
金
年
二
〇
、
四
〇
〇
円
　
も
に
録
高
千
五
百
石
を
賜
わ
る
。
ま
た

　
そ
の
他
、
所
得
制
限
の
緩
和
と
し
て
　
江
戸
家
老
内
山
大
禅
に
は
録
高
千
三
百

本
人
所
得
二
＋
二
万
円
が
二
＋
四
万
円
　
石
、
大
目
付
小
川
清
左
衛
門
に
千
石
、

に
、
配
偶
者
及
ぴ
扶
養
義
務
者
の
所
得
　
勘
定
奉
行
根
津
広
衛
門
八
百
石
、
御
納

五
十
八
万
円
が
六
十
七
万
円
（
扶
養
親
　
戸
役
（
兼
御
側
用
人
）
沢
口
武
太
夫
五

族
五
人
の
場
合
）
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
　
百
石
、
侍
大
将
丸
山
春
衛
門
五
百
石
、

げ
ら
れ
、
本
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
　
足
軽
組
頭
に
野
上
小
治
郎
五
＋
石
を
賜

と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
り
初
の
節
黒
城
内
役
員
は
め
で
た
＜

決
ま
っ
た
。
な
お
観
光
道
路
工
事
は
普

請
奉
行
川
西
建
材
守
道
良
の
手
に
よ
り

着
々
進
行
中
で
あ
る
0

　
6
＝
詔
＝
一
置
＝
一
一
嵩
2
一
2
3

い
よ
い
よ
新
学
期

　
　
　
　
　
　
貿
呂
2
客
謡
＝
雷
＝
嵩
器
雷
2
昌

　
九
日
か
ら
各
学
校
は
三
学
期
に
は
い

り
ま
す
℃
お
正
月
に
始
ま
る
こ
の
学
期

は
、
四
月
の
学
年
初
め
と
違
っ
た
、
た

い
せ
つ
な
意
義
が
あ
り
ま
す
〇
三
月
の

卒
業
、
就
職
、
進
学
ま
で
あ
と
九
十
日

．
実
質
的
に
勉
強
で
き
る
の
は
、
七
十
日

前
後
で
す
。

　
そ
乙
で
ま
ず
、
お
正
月
で
ゆ
る
ん
だ

ネ
ジ
を
締
め
な
お
し
、
早
く
新
学
期
に

対
す
る
心
構
え
が
も
て
る
よ
う
、
お
と

な
も
、
　
こ
ど
も
も
い
っ
し
ょ
に
努
力
し

た
い
も
の
で
す
。
寒
い
朝
な
ど
主
婦
の

か
た
は
つ
ら
く
と
も
早
め
に
登
校
の
準

備
を
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
o
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冬
の
夜
ば
な
し

　
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
は
尊
い
生
活

の
歴
史
だ
。
そ
れ
が
、
正
月
と
い
う
ケ

ジ
メ
を
つ
け
て
ま
た
一
つ
遠
い
も
の
に

な
っ
た
○
昔
の
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も

い
い
、
と
笑
う
人
も
あ
ろ
う
が
、
変
ぼ

う
す
る
今
の
社
会
で
、
過
去
の
記
憶
や

貴
重
な
資
料
が
加
速
度
的
に
失
わ
れ
て

い
く
乙
と
を
惜
し
む
ひ
ど
り
で
あ
ス
め

あ
た
か
も
明
治
百
年
、
思
い
出
や
民
俗

資
料
を
整
理
し
、
文
化
的
遺
産
と
し
て

わ
が
子
に
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
冬
の
夜
、
　
こ
た

つ
を
か
こ
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
、
た
と

え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
を
o

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
お
と
う
さ
ん
は
十

日
町
に
住
ん
で
い
た
o
自
動
車
は
ま
だ

数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
り
た
ま
に

音
が
す
る
と
わ
れ
先
に
見
に
行
き
、
ケ

ツ
か
ら
出
る
ガ
ス
の
に
お
い
を
か
い
で

喜
ん
だ
も
の
だ
。
汽
車
や
蒸
気
ポ
ン
プ

を
は
じ
め
て
見
た
り
、
ド
イ
ツ
の
飛
行

船
が
来
て
た
ま
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
o

　
小
学
校
は
赤
岩
、
先
生
は
三
人
、
校

長
さ
ん
も
教
え
て
い
た
o
　
ハ
ナ
・
ハ
ト

マ
メ
・
マ
ス
、
　
乙
れ
が
そ
の
本
、
　
ノ
ー

ト
の
代
わ
り
に
こ
の
石
板
を
使
っ
た
。

カ
ス
リ
の
着
物
で
学
校

へ
行
っ
た
。
ど
こ
か
の

カ
ッ
カ
が
、
今
の
子
は

パ
ン
ツ
と
い
う
ん
を
は

く
ん
だ
ん
が
、
ぎ
ょ
う
さ
が
悪
い
テ
、

と
い
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
℃
と
乙

ろ
で
、
お
前
は
ど
う
か
な
○

　
正
月
が
く
る
と
、
白
い
マ
ン
マ
に
ト

ト
か
っ
て
食
べ
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た

ふ
だ
ん
は
カ
テ
メ
シ
や
ゾ
ウ
ス
イ
ば
っ

か
だ
っ
た
か
ら
な
o
　
テ
レ
ビ
も
ラ
シ
オ

も
無
か
っ
㌔
う
す
暗
い
電
灯
の
下
で

カ
ル
タ
や
ス
ゴ
ロ
ク
を
し
た
o
明
る
い

と
き
は
外
で
タ
コ
を
上
げ
、
　
ハ
ネ
を
つ

い
た
コ
雪
道
に
は
ワ
ラ
グ
ツ
を
は
い
た

そ
れ
が
こ
れ
、
こ
れ
は
ワ
ラ
ホ
シ
だ
〇

　
五
年
生
の
と
き
自
転
車
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
。
米
が
一
俵
十
二
円
、
そ
れ
と

同
じ
値
段
だ
ぞ
、
と
父
は
い
っ
莞
隣

り
の
家
は
自
動
車
を
買
っ
た
o
フ
オ
ー

ド
の
中
古
で
八
百
円
、

そ
れ
が
新
式
で
ク
ラ
ン

ク
が
い
ら
な
い
、
エ
ン

ジ
ン
か
け
る
と
き
カ
ア

カ
ア
と
い
っ
た
o
千
手
で
荷
車
を
買
い

ガ
ラ
ガ
ラ
引
い
て
帰
っ
た
ら
村
の
衆
が

，
た
ま
け
た
（
け
、
十
七
円
だ
っ
た
。
足

ふ
み
脱
穀
機
を
買
っ
た
の
も
そ
の
こ
ろ

だ
よ
コ
そ
れ
ま
で
は
ホ
ラ
、
乙
れ
で
稲

を
こ
い
た
、
セ
ン
バ
と
い
う
。

　
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
兵
隊
さ
ん
を
送

　
っ
た
o
勝
つ
た
び
に
提
ち
ん
行
列
が
あ

，
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
見
て
オ
レ
も

早
く
行
き
た
い
と
思
っ
た
っ
遊
ぴ
と
い

え
は
戦
争
ご
と
、
勉
強
と
い
え
ば
戦
争

の
け
い
こ
、
ス
フ
の
服
着
て
鉄
砲
か
つ

い
だ
。
だ
す
け
に
、
い
ま
頭
の
中
が
カ

ラ
ッ
ポ
だ
o
あ
の
こ
ろ
は
、
国
の
た
め

な
ら
死
ん
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
た
か

ら
ね
。
十
八
の
と
き
海
軍
に
志
願
、
死

に
そ
う
に
な
っ
た
が
二
十
一
で
復
員
し

た
o
戦
争
は
も
う
た
く
さ
ん
だ
o

　
戦
後
は
苦
し
か
っ
た
。
米
が
無
い
、

塩
が
無
い
、
ヤ
ミ
屋
が
来
た
。
村
に
は

若
い
衆
が
あ
ふ
れ
た
o
リ
ン
ゴ
の
歌
が

は
や
っ
た
。
ド
ブ
ロ
ク
を
飲
ん
だ
。
村

芝
居
が
さ
か
ん
だ
っ
た
o
そ
の
こ
ろ
、

お
と
う
さ
ん
は
嫁
を
と
っ
た
。
そ
の
人

が
お
前
の
か
あ
ち
ゃ
ん
だ
o
や
が
て
お

前
が
生
ま
れ
転
％
ま
ん
丸
く
て
か
わ
い

か
っ
た
ぞ
。
そ
れ
か
ら
の
話
は
あ
し
た

の
晩
に
し
よ
う
。
さ
、
お
や
す
み
o
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